
 経 済 的 理 由により修 学 が 困 難な 学 生 向け
「 学 資 支 援 基 金 」を 創 設し まし た

 学長　福　田　　喬
　本学では、理工系分野に強い興味と探究心を持ち、学習意欲にあ

ふれる学生に入学して頂こうと、2012 年に学部生向け UEC 修学

支援奨学金制度を始め、今に至っています。

　また、現在、電気通信大学（UEC）基金では、創立 100 周年を機に、

大学の研究力を高める大学院生向け奨学金制度の新設やグローバル

な競争力をもった人材を育てる海外派遣支援金の確保と充実を目指

して、募金活動を行っております。UEC 基金に対し、これまでに

多くの皆様方から、ご支援・ご寄附を賜りましたこと、ここに深く

御礼申し上げます。

　一方、平成 28 年度税制改正において、国立大学が行う「経済的理

由により修学が困難な学生のための修学支援事業」に対する寄附金

については、“所得控除”だけでなく“税額控除” ※1も選択することがで

きるようになりました。これを受けて本学でも、今秋 11 月、大学

で学びたいという希望を持つ若人が経済的理由でその想いを諦める

ことがないよう、新たに「学資支援基金（経済的理由により修学が

困難な学生向け）」を創設いたしました。「学資支援基金※2」は、経

済的に修学が困難な学生に対し、①奨

学金の支給、②海外派遣支援金の支給、

③大学の研究・教育アシスタントをする場合の賃金支払い等の修学

支援をすることに特化した基金です。近年、大学では、奨学金受給

を希望する学生、授業料免除を希望する学生が増える傾向にあり、

一人でも多くの学生が、より勉学に打ち込める環境を整備したいと

の思いから設立いたしました。

　新基金「学資支援基金（経済的理由により修学が困難な学生向け）」

へのご協力・ご寄附、よろしくお願い申し上げます。

　なお、経済的理由により修学が困難な学生 以外の一般学生向け

の修学支援事業（奨学金支給や海外派遣支援金の支給）につきまして

は、「UEC 基金（一般）」※ 3 で受け付けております。「UEC 基金（一

般）」では、創立 100 周年を迎える 2018 年 3 月末までの期間を第

Ⅰ期※ 4 と定め募金活動を行っていますが、第Ⅰ期もあと 16 か月と

なりました。皆様方には、現在ご支援頂いております「UEC 基金（一

般）」へのご協力・ご寄附も、引き続き、よろしくお願い申し上げます。

※ 1「所得控除と税額控除」については、下段の説明をご覧ください。
※ 2 学資支援基金へのご寄付については、専用の払込用紙をご利用頂きますと（インターネットでのご寄附の場合は、学資支援基金をボタンで選択頂きますと）、寄付者にて

税額控除あるいは所得控除のどちらかご希望の（有利な）控除をご選択頂ける、領収書を発行いたします。
※ 3 「UEC 基金（一般）」へのご寄附の際、ａ）給付型奨学金事業および学生の海外派遣支援事業、b）100 周年キャンパス整備・運営事業のいずれかの用途をご指定頂くこと

も可能です。また、「UEC 基金（一般）」へのご寄付は、所得控除のみとなります。
※ 4  第Ⅰ期では、「UEC 基金（一般）」と「学資支援基金」合せて 10 億円の基金作りを、目標としています。

所得控除と税額控除について
所得控除／寄附金額から 2,000 円を差し引いた額を、所得（課税所得金
額）から控除できます。所得控除を行った後、所得に所得税率を掛けて
支払う所得税を計算しますから、所得税率が高い方ほど減税効果が大
きくなります。
寄附金額※ 5 － 2,000 円 ＝ 所得控除額

税額控除／寄附金額から 2,000 円を差し引いた額の 40％を所得税額
から控除できます。所得税率に関係なく所得税額から直接控除される
ため、多くの方々（所得税率が 33% 以下の方々）で、所得控除と比較
して減税効果が大きくなります。
{（寄附金額※5 － 2,000 円）×40％} ＝税額控除額※6

※5 控除対象となる寄附金額は、当該年の総所得金額の 40％が上限となります。
※6 所得税額の 25％が限度額となります。

所得税の寄附金控除目安表 （単位：円）

課税所得額 3,000,000 5,000,000 8,000,000 10,000,000

控除の別 所得控除 税額控除 所得控除 税額控除 所得控除 税額控除 所得控除 税額控除

寄
附
金
額
（
年
間
）

5,000 300 1,200 600 1,200 690 1,200 990 1,200

10,000 800 3,200 1,600 3,200 1,840 3,200 2,640 3,200

30,000 2,800 11,200 5,600 11,200 6,440 11,200 9,240 11,200

50,000 4,800 19,200 9,600 19,200 11,040 19,200 15,840 19,200

100,000 9,800 39,200 19,600 39,200 22,540 39,200 32,340 39,200

500,000 49,800 50,625 99,600 143,125 114,540 199,200 164,340 199,200

1,000,000 99,800 50,625 199,600 143,125 229,540 301,000 329,340 399,200

※課税所得額は、便宜的に、所得金額（給与等の収入金額－給与所得控除額）から、寄附金控除
を除く所得から差し引かれる金額（所得控除）を控除した金額としています。※目安表の計算に
際しては、便宜的に「総所得金額＝課税される所得金額」とし、控除対象となる寄附金上限額を
計算しています。※還付額は、個人の所得金額、各控除額により異なりますので、この寄附金控
除目安表は、あくまで参考としてお取り扱いください。
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電気通信大学基金事務局
〒１８２−８５８５　東京都調布市調布ヶ丘１−５−１
TEL：０４２−４４３−５１３２（平日９時００分から１７時００分まで）
FAX：０４２−４９９−４８５８
メールアドレス：kikin@office.uec.ac.jp

古本募金「本でつなぐ未来プロジェクト」にもご協力をください
基金についての最新情報は Web をご覧ください	 http://www.uec.ac.jp/kikin/

▪▪インターネット利用による寄附は、1,000 円から可能です。（web で「寄附金の申込方法」を参照）▪▪
寄附は、一口 5,000 円からお願いしています。（基金の趣旨をご理解の上、複数口でご支援ください。）

1 0 0 周年キャンパスが完成間近です
～平成 2 9 年４月１日にオープン～

　「100周年キャンパス“UEC-Port”」が、来春2017年4月1日に
運営を開始します。100周年キャンパスは、旧小島町宿舎跡地を
本学の重要な資産と捉え、2018年の100周年に合わせて再開発す
るものです。宿舎等への国からの資金投入が期待できない状況の
下、100周年キャンパス整備・運営事業の契約を締結した民間企業
から約40億円の投資を得て、再開発を行っています。 投資の回収
には、40年間の賃貸料を当てるため、大学は長期に渡り入居者の
確保を図る必要があります。キャンパスが魅力的で入居者の期待に
応えられる場所であり続けるよう整備・運営を行っていく、その活
動へのご寄附をUEC基金（一般）にて募っております。
▶ 学生宿舎（２棟）

学生達が安心して勉学に打ち込める生活の拠点となる施設であ
り、男女合わせて400室が用意されています。

▶ UECアライアンスセンター（共同研究施設）
企業や他大学の技術者・研究者との協働共創の場となることを目
指しています。また、この１階の創立100周年記念ホール、展
示交流スペースや交流広場は、学生・入居者（企業や教職員）が
集う場であり、地域の方々とのつながりを深める場でもありま
す。UEC基金への寄附者のご芳名を記した銘板を同じく１階に
設置する予定です。

UEC修学支援奨学生からの声です

▶ 職員宿舎・ゲストルーム
職員宿舎内には、大学の教育・研究活動やその支援活動に学外から
参加される方々が宿泊できるゲストルームも用意されています。

　学生宿舎・職員宿舎への入居者、UECアライアンスセンターへ
の入居企業の募集が、既に始まっています。お近くに、入居を希望
される方や企業がおられましたら、大学までご連絡頂ければと思い
ます。

1 学生宿舎
2 UEC アライアンスセンター
3 職員宿舎・ゲストルーム
4 交流広場

電気通信大学 100周年キャンパス

電通大には様々なことにチャレンジできる
環境があり、最先端の研究や設備に実際に
触れながら学ぶことができ、自分が興味を
持ったことをしっかりと伸ばすことができ
たと思っています。また、奨学金を頂くこ
とで勉学に集中でき、様々な活動を通じて
個性豊かな友人に出会うことができたこと
も大変良かったと思っています。

UEC 修学支援奨学生
知能機械工学科４年

大学とは学びの場であると同時に、大人と
して自立をする準備をする場でもあると思
っています。UEC修学支援奨学金は、入学
時の奨学金に加え授業料の免除と、とても
充実した内容になっており、私自身、自立
の第一歩として活用して大変良かったと思
っています。

UEC 修学支援奨学生
総合情報学科３年

電通大では幅広い分野の講義を受け、研究
にふれることができるので、自分の本当に勉
強したいことが見つかりました。また、UEC  
WOMANとしての大学の広報活動を通じ
て、新たな出会いがあるとともに、電通大の
魅力をさらに感じることができ、とても貴重
な経験になっていると感じています。

UEC WOMAN 修学支援特別奨学生
情報・通信工学科３年

［お問い合わせ先］
● 学生宿舎：学生課学生宿舎担当 ▶ Student-dorm@office.uec.ac,jp
● UECアライアンスセンター：100周年キャンパス先端共同研究施設
    招致実行委員会（研究推進課）▶ uec100@sangaku.uec.ac.jp

西９号館から
UEC アライアンスセンター
方面を臨む

※UEC修学支援奨学金案内から転載


